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令和７年度 ほっかいどう孤独・孤立対策官民連携プラットフォーム会議 議事録 

 

日時：令和７年（2025 年）６月 11 日（水） 

13 時 30 分～14 時 30 分  

場所：かでる２・７ 310 会議室、オンライン（Ｚｏｏｍ） 

 

１ 開会 

（司会） 

 それではお時間になりましたので、ただいまから、令和７年度ほっかいどう孤独・

孤立対策官民連携プラットフォーム会議を開催いたします。私は司会の北海道保健福

祉部地域福祉課の林と申します。よろしくお願いいたします。 

 本日は、幹事会員は、会場は８団体、Ｗｅｂは２団体が出席、また、67 団体の会員

の皆様にお申し込みいただきまして、Ｗｅｂでご参加いただいております。なお、幹

事会員の社会福祉法人北海道いのちの電話、北海道地域生活定着支援センター、登別

市につきましては欠席となります。 

 会議に入る前に資料の確認をいたします。まずは本日の次第、それから会場の方に

ついては配席図、それから出席者名簿、続いて資料１から５まであります。最後に参

考資料として４点ほど添付しています。もし不足等がありましたら、気づいた時でも

構いませんので、事務局の方にお申し付けください。よろしくお願いいたします。 

 それでは、これ以降の進行につきましては、設置要綱に基づきまして、座長であり

ます福祉局長の森が務めます。よろしくお願いいたします。 

 

（福祉局長） 

 皆様こんにちは。座ったままで失礼いたします。それから、お部屋が暑かったり寒

かったりしております。上着を脱がせていただいておりますけど、皆様もどうぞ楽な

形でご参加いただければと思います。どうぞよろしくお願いいたします。 

 それでは本日の会議をこれから取り進めたいと思います。 

改めまして、北海道保健福祉部福祉局長の森でございます。会員の皆様方におかれ

ましては、お忙しい中、ご参加いただきまして、誠にありがとうございます。 

はじめに、孤独・孤立対策についてでございますけれども、皆様ご承知のとおり、

令和６年４月に法律が施行され、孤独・孤立（対策）に関する施策を策定、実施する

ことが自治体の責務として定められてございます。本プラットフォームは、国の動向

や道として実施したアンケート調査の結果などを踏まえ、法施行に先立って、孤独・

孤立対策の取組を官民連携で推進することを目的として、令和５年 10 月に設置したも

のであり、今回で３回目の（会議）開催となります。本日の議題は、次第にあります

とおり大きく２点でして、まず、令和６年度の取組結果を報告をさせていただき、次

に令和７年度の取組について、今後の予定も含めてご説明をいたします。本日は多く

の会員にご参加いただいておりますので、皆様方には、ぜひぜひ、それぞれのお立場

から、忌憚のないご意見をいただきますようよろしくお願いいたします。 
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 それでは、令和６年度の取組報告から始めたいと思います。ご意見、ご質問等につ

きましては、取組報告後に一括してお受けしたいと思います。 

 まず、「道の取組について」、「要援護者を地域で支える関係機関連携等の状況に

ついて」、事務局から説明をお願いします。 

 

２ 令和６年度の取組報告 

（１）道の取組について〔資料 1〕 

（２）要援護者を地域で支える関係機関連携等の状況について〔資料２〕 

（地域福祉課課長補佐） 

 皆様、お疲れ様でございます。北海道保健福祉部福祉局地域福祉課の福地でござい

ます。私の方から、資料１及び２に基づきましてご説明をさせていただきます。 

 まず、資料１になります。令和６年度の道の取組についてでございます。昨年の４

月に孤独・孤立対策推進法が施行されまして、本格的に国を挙げて孤独・孤立対策を

推進していくこととなりました。本道におきましては、法の施行に先立ちまして、国

のモデル事業による実態調査や普及啓発活動などの取組を、令和４年度から行ってま

いりました。 

 令和５年 10 月、法施行に先立ちまして、孤独・孤立に関するＮＰＯ等の支援組織間

の連携及び官民連携を促進することにより、孤独・孤立の問題に継続して対応してい

くことを目的といたしまして、ほっかいどう孤独・孤立対策官民連携プラットフォー

ムを立ち上げまして、第１回会議を開催させていただきましたほか、モデル事業２年

目といたしまして、１ページ目記載の取組を進めてまいりました。 

 ２ページ目をご覧ください。法施行後の道の取組について記載をさせていただいて

おります。まずはじめに、５月の孤独・孤立対策強化月間に合わせまして、コンビニ

エンスストアでの店内放送ですとか、自動販売機の電光掲示板メッセージ、それから

街頭の大型ビジョンで（令和）５年度に作成をいたしました広報動画の放映、道庁１

階において特設展示を行うなど、広報啓発に努めてまいりました。また、新たに電気

やガス等のライフラインの事業者の方々、新聞販売業の方々、不動産団体の方々など、

新たな会員をお迎えいたしましたほか、６月には第２回のプラットフォーム会議を開

催をいたしまして、道の（令和）５年度の活動報告や翌年度事業計画の共有、それか

ら、孤独・孤立対策につながる活動につきまして、北海道ＮＰＯサポートセンター様

からご報告をいただきますとともに、関連した活動といたしまして、北海道町内会連

合会様などから、自治体における活動事例を含め、ご報告をいただいたところでござ

います。このほか、ポスターやリーフレットなどの広報ツールを作成いたしまして、

関係の皆様に配付をさせていただいたところでございます。さらに、各振興局におき

ましては、（令和）５年度のモデル事業での検討をもとに、道内 14 の振興局におきま

して、地域版プラットフォームの設置を（令和６）年度内に完了したところでござい

ます。３ページ目で補足をさせていただきますと、国では、地域の関係者が顔の見え

る関係、ネットワークを構築いたしまして、連携や協働を行う足がかりとして、都道

府県単位のみでなく、地方版の官民連携プラットフォームの策定を推進していたとこ

ろでございます。道では、広大な面積を誇り、地域の住民同士の距離も非常に広範囲
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でありますことから関係者も点在しており、孤独・孤立対策の重要な理念である地域

づくりですとか、つながりづくりを進めていくためにも、この会議の母体であります

都道府県版のプラットフォームをさらに細分化をした地域ごとのプラットフォームを

形成する必要があると考えまして、すでに市単位で設置をされておりました釧路市さ

ん、登別市さんに加えて、14 振興局単位でプラットフォームを設置し、地域単位で支

援の輪が広がるよう取組を進めてまいりたいと考えているところでございます。 

 参考資料といたしまして、法律の概要ですとか、本年度改定いたしました（国の）

重点計画、重点計画の概要、それから、本プラットフォームの設置要綱及びＰＲにも

使いましたリーフレットを添付してございますので、後ほどご参照いただきますよう

お願いいたします。 

 続きまして、資料の２になります。以前より設置をされておりました地域の見守り

活動連携会議につきましては、このプラットフォーム会議に統合をいたしましたが、

この度の報告事項でございます要援護者を地域で支える関係機関連携等の状況につき

ましては、この地域での見守り活動連携会議において例年報告していたものとなって

おります。こちらの資料２につきましては、毎年実施をしております市町村への調査

結果を取りまとめたものでございます。まず、表題にございます要援護者の定義につ

いては、資料一番上の括弧書きに記載をしてございますので、ご覧いただくようお願

いいたします。 

 それでは順に説明させていただきますと、まず１番目でございます。要援護者台帳

の作成状況についてでございますけれども、この要援護者台帳とは、高齢者の方々や

障がいのある方などにつきまして、その方々の福祉サービスの利用状況などを把握を

し、台帳として整備しておくものでございます。直近の令和６年につきましては、「把

握しているが台帳なし」などを含め、横ばいの状況にございますけれども、合わせて

90％以上の 161 市町村で整備済みの状況となっているところでございます。 

 続きまして、２番目になります。要援護者マップの作成状況についてでございます。

要援護者の住所や災害が発生したときの避難経路等が記されているマップを作成して

いるかどうかについてでございます。令和６年については、約 48％の 85 市町村で整

備済みでございまして、「マップはないが把握」を含めると、７割を超えて４分の３

に達している状況でございます。 

 おめくりいただきまして、次のページです。３番目の地域でのネットワークの構築

状況についてでございます。市町村の皆様、民生委員の方々や児童委員などの関係の

方々、社協や老人クラブなどの団体、あるいは民間事業者など、ネットワークを構築

して見守り活動を行っているかどうかというものでございます。こちらにつきまして

は、「実質的なつながり」を含めて、100％が整備済みとなっております。令和６年は

「整備済み」となっているものについては（約）74％、「実質的なネットワークあり」

につきましては 26.3％ということでございます。 

 続きまして、４番目でございます。行政と事業者による情報共有についてでござい

ます。こちらは、市町村と電気ですとかガスなどのライフライン事業者とが情報を共

有できる仕組みを整備しているかどうかということで、こちらは整備済みの割合が若

干低くなっておりまして、令和６年については、約 29％の 52 市町村にとどまってい
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る状況でございます。 

 続きまして、５番目でございます。こちらは、市町村内の町内連携組織の整備状況

でございますが、「実質的な連携」も含めまして、90％となっているところでござい

ます。 

 最後、３ページをおめくりください。孤立死事案の発生状況についてでございます。

孤立死につきましては、道において、死後１週間を超えて孤立した状態で発見される

ものと定義をしてございまして、発生件数については年々続加をしております。令和

６年の件数については、平成 26 年と比較をして、４倍以上の数字となっているところ

でございます。その他の発生状況の内訳についてでございますけれども、資料に記載

しております。発見された人の年齢については、令和６年について、65 歳以上の方が

約３分の２弱を占めているところでございます。発見された方の性別について、男性

の方は４分の３を占めている状況となっております。発見者の割合についてですけれ

ども、最初の気づきについては、近隣住民の方々ですとか、民生委員の方々、市町村

の方々が最初に気づいているところではございますけれども、実際の発見については、

警察、消防の方が多くなっている状況でございます。ただ、その他の例を挙げさせて

いただきますと、住居管理会社ですとか、家主の方々、新聞販売業の方ですとか、知

人、ケアマネージャーさん、地域包括支援センターの職員さんなど、多岐にわたって

いるところでございます。 

 ４番目の発見までの日数についてでございますけれども、264 件のうち、８日以上

14 日以内に発見された事例が 65 件、（15 日以上）１ヶ月未満の発見が 98 件と、これ

で半数以上を占めている状況でございます。 

 最後に公的サービス利用の方についてでございますけれども、264 件のうち、181

件の方々が何らかの公的サービスを利用していたということで、内訳で複数回答でご

ざいますけれども、生活保護を受けている方が圧倒的に多かったというところでござ

います。 

 この調査におきましては、不幸にも亡くなってしまった方々の状況について報告い

ただいておりますけれども、本来、孤独・孤立対策を進めていく上で、こうした方々

を未然に食い止めるためにも、迅速な発見で命が助かった事例なども把握されている

場合は、この会議の中ではもちろんでございますけれども、それぞれの地域のプラッ

トフォームでも共有をしていただくなど、意識を持ってご参画いただければ幸いでご

ざいます。私からの報告については以上でございます。 

 

（福祉局長） 

 それでは次に、孤独・孤立対策の取組について、一般社団法人北海道ねっとわーく

の佐渡様よりご説明をお願いいたします。 

 

（３）孤独・孤立対策の取組について〔資料３〕 

（北海道ねっとわーく 佐渡氏） 

 一般社団法人北海道ねっとわーくの佐渡と申します。改めてよろしくお願いします。

うちの法人では、北海道内の生活困窮者支援のネットワークとして、どうねっととい
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うところの事務局、生活困窮者支援に関わる支援員の孤立を防ぐというところの目的

で事業を実施しているところと、そこに対する支援者支援の方法として、先ほどご報

告の中にもあった北海道支援情報ナビの実施・運営と相談支援機関とフードバンクと

をつなげるネットワークを実施しています。去年の事業の中で、どうねっとの活動と

しては、人材育成のプログラムだったりとか、シンポジウムを実施したりとか、その

ようなところで運営委員の皆様にもご協力をいただきながら、初任者の研修をしたり

とか、いろんなことをさせていただきながら、支援者の孤立を防ぐというところを目

的に実施させていただきました。 

 ここの中で特筆してお話しさせていただきたいところが、お配りしている資料の 28

ページあたり。昨年度、生活困窮者支援とか支援に関わる方たちへの支援者支援のニ

ーズ調査というものを実施しました。 

 その中で、支援をしている方たちが、どのようなことに悩んでいるのかみたいなと

ころでアンケート調査をしたんですけれども、仕事の業種とか、そういったところに

悩みがありますという回答もあったり、賃金が低い、そういうところもあります。自

分の知識やスキルに関することに対する不安とか。地方のところでいうと、地域の社

会資源の乏しさとか支援の限界なんかに、支援員が悩んでいるというところがありま

した。 

 ネットワークに求めることというところで、つながりづくりとか情報交換というと

ころが出ていたり、この中には出なかったかもしれないんですけど、支援員に「相談

できる人がいますか」という質問をした時に、10％ぐらいが「相談できる人がいない」

という回答をしていて、孤立した支援の環境になってしまっている。そうすると支援

自体もやっぱり限定的なものになってしまうので、その先にいる相談に来る方たちの

ためにも、支援員が孤立しないということはすごく大事なんじゃないかなということ

で、まず、メインの事業として支援者の支援をしております。 

 この後、この北海道支援情報ナビ、これは道庁と協定を結ばさせていただいて実施

しているんですけれども、去年実施した中で、孤独・孤立の対策として配布したチラ

シなどで、804 名の方が増加しております。その中で特筆すべきが、北海道支援情報

ナビからフードバンクの窓口連携事業と連動させて、フードバンクを依頼できますと

いう仕組みを、この間構築しております。これは誰を対象にしているかというと、孤

立している相談者の方たち、食品を通じて申請があった方たちに、今度は相談支援機

関につなげるということを実施しております。相談支援機関に相談が来た時に、フー

ドバンクのない地域には、フードバンクから食品をお送りするという事業も合わせて

実施しています。 

 この３つが大きなうちの孤独・孤立対策というか、３つの事業を連動させて実施し

ています。パンフレットの概要になるんですけれども、相談者さんが北海道支援情報

ナビを経由して、ページだと 45 ページになります、ご本人さんが相談はいらないと言

った場合は情報提供しないんですけど、相談をしたいですという場合は、その困って

いる状況の情報を相談支援窓口に提供して、相談支援窓口からお電話をしてもらって、

相談につなげるというようなことを行っております。 
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（福祉局長） 

 せっかくお話ししていただいて大変申し訳ありません。今ちょっと音声の方を調整

させていただきます。しばらくお待ちください。 

 

～音声機材の調整～ 

 

（北海道ねっとわーく 佐渡氏） 

 では続けさせていただければと思うんですけれども、この（50 ページ）Ｃの北海道

支援情報ナビ窓口経由というのが去年は 71 件、そのうちの 32 件が相談を希望しない、

39 件が相談を希望するという回答になっています。これは相談を希望しないと２回目

以降は送らないという仕組みにもしておりまして、そういったこともあって、相談希

望しますというふうに回答されている方も多いかなと思います。どこから相談が来て

いたかという内訳になっております。 

そのフードバンクの窓口連携事業の利用機関のデータ分析というページ、51 ページ

なんですけど、今、道内 103 か所の事業所と連携させていただいて、相談支援機関の

方から食べ物がないので協力してもらえませんかというＳＯＳに対応するフードバン

ク窓口連携事業と、ＳＮＳとかＬＩＮＥとかで、相談支援機関につながってない孤立

している相談者にフードバンクを届けるというのが、このピンクの「対応」をしまし

たというところです。連携している窓口の所在地は青い点になっているところです。

なので、このあたり（道北）なんかは連携している場所がなくて、依頼も拾えてない

というところになるんですけど、例えば鷹栖町だと思うんですけど、ここはちゃんと

窓口の方とフードバンドの方が連携ができているので、ＳＮＳからの相談が逆にない

というところもあるのかなというので、この地図をもう少し分析してみてみると面白

いのかなというふうに思ったりしています。 

これ（52 ページ）が窓口配布セットという相談支援機関の方に置いておいて、緊急

時に対応してもらえるよという仕組みを使った場所がここですよという資料になって

います。その内訳、合計 700 食から 900 食位お配りしています。 

これ（54 ページ）が相談支援機関からの依頼があった内訳となっております。 

今年度、昨年度ぐらいから道庁さんと連携しながら、この仕組みを全道に広げてい

くということを実施してきました。広がっていくというのと、プラスＷｅｂからの相

談を相談支援機関に自動で送る、本人の同意のもとに情報提供する、そこから相談者

の方に相談支援機関から直接連絡をしてもらう。これアウトリーチになると思うんで

すよね。そのようなことを実施し始めて、やっと今年から成績が少しずつ出てくるか

なというふうなところです。 

 このように３つの事業をやっているんですけれど、支援員の孤立等の防止というと

ころと、フードバンクの窓口連携事業と北海道支援情報ナビで、その情報を孤立して

いる相談者さんにつなげる。この３つのことを連携させながら、北海道内の相談に来

る方たちが孤立しないというか、適切な支援が受けられるような支援体制整備を実施

してきましたということです。発表は以上になります。ありがとうございました。 
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（福祉局長） 

 どうもありがとうございました。北海道ねっとわーく佐渡さんからご報告をしてい

ただいて、大変貴重なご報告でしたけれども、すいません、事務局の対応が十分では

なく、音声が聞こえていなかったかと思います。せっかくのご報告ですので、後ほど、

改めて議事録として皆様にはお配りをして、共有をさせていただきたいと思います。 

 会場の皆様から、せっかくのご報告でしたので、ご質問ですとか、ご意見があれば

伺いたいと思いますけれども、いかがでしょうか。 

 

（北海道民生委員児童委員連盟 馬川氏） 

 資料２なのですが、「公的サービスの利用の有無」ついて、私すごく興味がありま

して。以前に同じようなデータが出てきた時に、ものすごく生活保護の人が多いんで

すねという質問をしたら、結局ケースワーカーさんがケース訪問している時に発見す

る事案が多いんですという回答で、今回もそうなのかなと思いながら拝見していたん

ですが、公的サービスを利用していない方の割合が増えているような気がしたんです

けれども、この 83 件、約３割の方は、どういったルートで発見したのかというのはデ

ータとしてあるんですか。 

 

（地域福祉課課長補佐） 

 今、手元にはちょっとないんですけれども、つながっていない方々については、地

域ネットワークの方から状況のことを聞いた中で、発見につながったというような事

例が多いということで承知はしております。 

 

（北海道民生委員児童委員連盟 馬川氏） 

 たぶん、警察、消防で直接だと思うんですけれども、こういった事例は。まさにこ

ういった方々を日常的な取組の中でケアしていくということが、たぶんこういった取

組の趣旨になってくると思うので、そういったつながっていない人をどれだけ減らし

ていくのかというところを少し視野に入れながら意識してもいいのかなというふうに

感じました。 

 

（福祉局長） 

 ありがとうございます。ただいまのご発言は、北海道民生委員児童委員連盟からで

ございました。 

私どもが報告をさせていただいた中でも、やはり最終的に民生（委員）児童委員さ

んの地元でのご活動で、なんとか家庭訪問していただいたりですとか、お声がけの中

で孤独・孤立の状態をまずは発見をしていただく、その中で少しでもつながりを持っ

ていただく。場合によっては孤立死といった状況に陥りそうな方、あるいは陥った方

の発見というようなことをしていただいているかと思います。いつもどうもありがと

うございます。 

 孤立死については、やはりその孤独・孤立の一番最終的な、あってはならない形か

と思いますけれども、今ご指摘がありましたとおり、公的サービスにつながらない方、
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これもまた、公的サービスを使わないという選択肢もあるわけですから、その中でど

のように支援をしていくかということは、大きな課題になっていくかと思います。 

 それでは他にいかがでしょうか。 

それでは私から佐渡さんに。先ほどのご報告の中で、支援者支援ということをおっ

しゃっておられました。おそらく支援をしたくても、今話題になりました、公的サー

ビスを使いたくない、まさに孤立の状態を自ら脱するサインを出しづらい方に対して

も支援をされようとしていると思いますけれども、そういった中で支援者支援という

のは大変貴重な取組になると思います。具体的に、例えば研修会をされるですとか、

そういったことがあれば教えていただきたいと思います。 

 

（北海道ねっとわーく 佐渡氏） 

 どうねっとの活動に関しては、先ほどの報告書の６ページに活動の一覧みたいなも

のがあるので、それを見ていただけるとわかりやすいかなと思います。 

 大きく支援者支援の取組としてやっているものとしては、情報交換会を年に５回程

度実施しているのと、初任者研修、６月も実施するんですけど、生活困窮者支援に関

わる支援員の育成というところで６月に初任者研修を行っております。ニュースレタ

ーを定期的に情報交換をさせていただいたりしてるんですけれども、実は日常的なネ

ットワークの活用としては、このオープンチャットというふうに書いているものがあ

りまして、これが本当に日常的に、この帳票をどうしてるんですかとか、こういう相

談があるんですけど情報ありませんかみたいなところを、どうねっとの会員同士で日

常的にＬＩＮＥで気軽に相談ができるというような仕組みにしております。なので、

メールとか電話をしてというよりも、皆さん気軽に相談ができる、日常的にコミュニ

ケーションが取れるというところで、実際困った時に改めて相談とかもしやすくなる

というような効果があるのかなと。そこに参加しているだけで、そういうことがある

んだという情報の収集にもなったりしてます。先ほど、ネットワークに求めることと

いうところの支援者支援のアンケートの中で、情報交換というのがかなり大きく７割

ぐらいあったんですけれど、研修も大事なんですけれど、やはり他のところがどうし

ているのかとか、他のところでも同じ悩みを抱えているんだというところが、その支

援員の孤立感というのをかなり軽減しているというところで、すごく効果があるんだ

なというのを、この５年ぐらいの活動の中で実感しているところです。 

 

（福祉局長） 

 ありがとうございます。それでは、この議題についてはこの程度にとどめたいと思

いますが、よろしいですか。 

それでは続きまして、令和７年度の取組に進みます。まず、道の取組について事務

局から説明をお願いします。 

 

３ 令和７年度の取組 

（１）道の取組について〔資料４〕 

（地域福祉課課長補佐） 



9 

 

 それでは、私の方から資料４に基づきまして、ご説明をさせていただきます。 

 まず１枚目でございます。本会議でございます、ほっかいどう孤独・孤立対策官民

連携プラットフォームについてでございますけれども、この構成についてご説明させ

ていただきます。上に記載のとおり、令和６年度から地域での見守り活動連携会議と

の統合となったところでございます。構成といたしましては、対策に関する中核的な

役割を担う幹事会員といたしまして 15 団体、取組を行う団体といたしまして、参加を

いただいた会員の皆様、市町村の皆様、市町村社協、それからＮＰＯ法人などの民間

団体等を合わせまして、令和７年３月 31 日現在、442 団体と、昨年と比べまして、46

団体の増加となってございます。加入いただいております団体の皆様のご協力をいた

だきながら、今年度の取組を進めてまいりますので、よろしくお願いをいたします。 

 続きまして、２ページになります。北海道における今年度の孤独・孤立対策の進め

方でございますが、１の基本的な考え方といたしましては、昨年度に引き続きまして、

孤独・孤立対策推進法に掲げられました、社会のあらゆる分野において対策の推進を

図るという法の理念に基づきまして、本プラットフォームの幹事会員の皆様及び会員

を中心といたしまして、それぞれができる限り幅広く、孤独・孤立対策に関する普及

啓発や支援情報の周知等に主体的に取り組んでいきますほか、官民連携の推進に努め

まして、法の第 11 条にうたわれております関係者相互の連携と協働を促していくとい

う趣旨に沿って取り組んでいくこととしております。 

 続きまして、２番目の具体的な対応でございます。まずはじめに道の取組といたし

まして、今年度の国の重点計画に基づきまして、孤独・孤立に至っても、声を上げや

すい社会づくりに向けた（孤独・孤立支援）ポータルサイトを、道社協の協力によっ

て構築していきますほか、道社協の皆様が道内 10 か所で実施をいたします「つながり

サポーター養成講座」の開催により人材育成の支援を行っていきますとともに、支援

者向けの啓発動画を道で作成をいたしまして、展開する予定でございます。啓発動画

につきまして、後ほどまた説明させていただきます。 

 ４つ目に、各地域のプラットフォームの運営支援ということで、プラットフォーム

の構成や進め方など、うまく機能しておられる地域の状況を横展開させていくなど、

各地域で機能的なプラットフォームとなるよう、道本庁において支援をしていく予定

としております。ご協力のほど、皆様よろしくお願いいたします。 

 続きまして、道及び市町村の取組についてでございますけれども、１つ目は、昨年

度からの継続事項となりますけれども、福祉や教育、雇用等にとどまらない幅広い庁

内の理解促進を図ることについてでございます。２つ目が、孤独・孤立対策の推進に

係る体制整備を図るということとしておりまして、各地域の見守り活動の連携会議で

すとか、相談支援体制の活用を図るなど、工夫をしていただくよう、市町村の皆様に

ついてはよろしくお願いを申し上げます。 

 続きまして、道や市町村、また、会員の皆様方と共通して行っていきたいことにつ

いてでございますけれども、１つ目といたしまして、各種イベントや活動について、

会報などへの掲載や、その事務所などへの掲示による啓発についてでございます。我

々といたしましても、先ほどご説明をいたしましたけれども、様々な方法により周知

の方を図ってまいりたいと思っておりますので、こうした啓発資材の方を活用してい
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ただいて、広く皆さんの目に触れていただくよう、周知についてよろしくお願いを申

し上げたいと思います。 

 ２つ目といたしましては、会員の皆様方の関係機関へ情報提供いただくということ

や、プラットフォーム等への参画を働きかけていただきたい、こちらが２点目にござ

います。 

 ３つ目といたしまして、会員間における情報の共有を図っていきたいと思っており

ます。特に皆様方におかれましては、情報共有というのが取組を進めていく上では重

要な観点になるかと思っております。相互のつながりの強化によって取組の促進が図

られますよう、連絡先の整理などの事務に今取り組んでいるところでございます。 

 今お話しした内容については、３ページ目の、本日のプラットフォーム（会議）の

開催を含めまして、連続して取り組んでいる状況として記載をしておりますので、こ

の後ご覧いただければと思っております。 

 ４ページ以降、先ほど申し上げました啓発動画の制作イメージについて紹介をさせ

ていただいております。まず、目的といたしましては、孤独・孤立対策の基本的な考

え方や、各地域における取組事例などを映像で紹介をいたしまして、具体的な取組や

支援のあり方を皆様方で共有していただくこととしております。内容といたしまして

は、内閣府からご推薦をいただいた有識者の方に孤独・孤立対策の基本的な考え方に

ついて解説をいただくほか、道内における地域のプラットフォームですとか、協議会

の皆様の具体的な取組例等、紹介をさせていただきますほか、本年度から実施をいた

します、つながりサポーター養成講座の紹介、また、プラットフォームへの加入のご

案内という構成で、今作成を検討しているところでございます。啓発動画の配付対象

といたしましては、本プラットフォームの会員の皆様、また、行政機関や各市町村社

協、会員以外の団体の皆様には、要望に応じて配付をしていくことを考えております。

その他、この取組に関心のある方が広く視聴いただけるよう、道の公式ＹｏｕＴｕｂ

ｅチャンネルの方で、アーカイブとして共有していくことを検討しているところでご

ざいます。５ページで制作スケジュールを記載してございますけれども、今月、動画

の方向性、（紹介する）取組の選定等を行いまして、７月以降、契約事務に取りかか

りまして、８月から制作の方を開始してけるように実施をしていく予定としておりま

す。そして、年内を目処に関係機関や団体への配付、また、配信の方を開始させてい

ただく予定としております。また、これは作りっぱなしで終わらせるわけではなく、

令和８年度以降、この啓発動画を各種の講座ですとか、研修等で説明資材として活用

していただくなど、さらなる活用を図っていくよう、内容について検討中というとこ

ろでございます。私からの説明は以上でございます。 

 

（福祉局長） 

 ありがとうございます。 

今の道からの説明に対して、ご意見、ご質問をお受けしたいと思います。いかがで

しょうか。 

 

（北海道民生委員児童委員連盟 馬川氏） 
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 北海道民児連の馬川と申します。今の啓発動画なんですが、動画のデータをまるま

る提供していただけるという理解でよろしいでしょうか。それともそのリンク先を教

えてくださるのか。 

 

（地域福祉課課長補佐） 

 動画につきましては、ＤＶＤなどの媒体にして、皆様に配付させていただくことを

検討中でございます。 

 

（北海道民生委員児童委員連盟 馬川氏） 

 ありがとうございます。実はコロナ禍以降、民生委員の研修ツールとしてのオンデ

マンドは、かなり有効に使われていて、リンク貼っているから見てくださいというよ

り、直で（ＤＶＤとして）配った方が見てくれるんです。なので、動画で提供してい

ただけると、我々もそのような手配ができるので大変ありがたいと思います。以上で

す。 

 

（地域福祉課課長補佐） 

 よろしくお願いいたします。 

 

（福祉局長） 

 ありがとうございます。他はいかがですか。よろしいですか。 

それでは次に、北海道社会福祉協議会の亀川様から、孤独孤立対策の推進に係る事

業の進め方について、ご説明をお願いいたします。 

 

（２）孤独孤立対策の推進に係る事業の進め方について〔資料５〕 

（北海道社会福祉協議会 亀川氏） 

 北海道社会福祉協議会の亀川です。別紙の資料で資料５がありますので、Ａ４版裏

表の資料をご覧いただきたいと思います。今年度、道社協が行います孤独・孤立対策

の推進に係る事業の進め方についてご説明いたします。 

 まず１点目、事業内容でございますけれども、その１点目です。孤独・孤立防止の

ための支援情報の発信を強化するための取組といたしまして、孤独・孤立支援ポータ

ルサイトの開設・運営を行います。この内容につきましては、相談窓口のご案内です

とか、それから支援機関の支援内容といった関連情報を一元的に集約して、できるだ

けタイムリーな情報を発信するということでございます。もうすでに準備を進めてま

して、今検索していただけると、そのサイトも見れるんですけれども、実はまだ開設

したばかりで、準備中のページがまだ多い状況になっております。これからここに参

加されている皆様、支援機関の皆様はじめ、いろんな支援情報を掲載していきたいと

いうふうに思いますし、いろんな情報をリンクさせていきたいと思っておりますので、

ぜひともご協力のほどお願いをしたいと思います。 

 それから２点目ですけれども、会議、研修会において孤独・孤立対策の啓発でござ

います。これにつきましては、私ども道社協が行う会議等において、いろんな説明で
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すとか、あるいは孤独・孤立に関わる講義などを通じて、啓発活動を行っていきたい

というふうに考えています。７月に市町村社協の会長さん、常務理事さん、事務局長

さんが参加する会議があるんですけれども、この中で、今説明しているような私ども

の事業についてご報告をさせていただくとか、それから 11 月には市町村社協の事務局

長さんが集まる会議がございまして、その中で孤独・孤立対策をテーマとしたカリキ

ュラムをひとつ設けまして、講演をいただく予定も今準備を進めているところです。

今お願いしようと思っているのは、秋田県藤里町（社会福祉協議会）の菊池会長をお

招きしてご講演をいただく。この藤里町につきましては、確か３月だったと思います

けれども、プロジェクトＸにもご紹介をされて、その町内に引きこもりの方々百数名、

調査では百数名いらっしゃった中で、いろんなアプローチでゼロにしたという実績を

作った方でありますので、そういった取組の内容も含めてご講演をいただくという予

定になっています。こういったいろんな会議等々の場の中で、参加されている皆様に

理解を深めていただいて、自身の取組につなげていただこうというような取組、そう

いう啓発活動を考えているところでございます。 

 それから３つ目でございますけれども、この孤独・孤立で困っている方々、この支

援を行う担い手の養成の取組といたしまして、つながりサポーター養成講座を開催し

たいというふうに考えています。これは、道社協は振興局単位に 14 か所の地区事務所

があるんですけれども、そこで行っている事業に紐づけてといいますか、地域支え合

い活動推進セミナーというプログラムというか講座を毎年行っているんですけれど

も、今年度はそれを何か所か、つながりサポーター養成講座に位置づけて実施をして

いきたいというふうに考えています。14 か所、３年で１回程度は必ず実施するように

していきたいなというふうに考えています。このつながりサポーター養成講座の内容

でございますけども、目的のところにも書いてございますけれども、孤独・孤立につ

いての理解を深めていただいて、そして日常生活の中で困っている人に気がついて、

声かけなどで困っている方々をサポートしていただけるような、そういうつながりサ

ポーターを養成していきたいと考えています。このつながりサポーターの取組を全道

展開するために、まずは私どもの地区事務所を通じて振興局単位で関係者に普及をさ

せて、そして市町村域の身近な単位での福祉活動につなげていきたいということでご

ざいます。対象者につきましては、記載のとおりでございますけれども、社協の役職

員の方々、行政職員、民生委員児童委員の方々など、関係機関とか、ボランティア実

践者とか、広く住民の方にも参加できるような枠組みで考えております。 

 その開催テーマの内容でございますけれども、ここ（表面下段）に書いているよう

な、講義と実践報告という形で実施をしたいと考えています。講義では、「孤独・孤

立に悩む人を取り残さない社会を目指して」と題しまして、日本医療大学の橋本先生

に全面的にご協力をいただいて、孤独・孤立についての理解、（つながり）サポータ

ーの役割などについての講義をお願いしたいと考えています。この講義の部分につき

ましては、オンデマンド配信で動画での配信を考えております。何か所か行うもので

すから、なかなか足を運んでいただくというのも大変な部分もあって、講義の部分に

ついてはオンデマンドで配信をして、その次の実践報告につきましては、実際に会場

に実践者の方に来ていただいて、実践報告をいただくという形にしたいと思います。
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その実践報告、孤独・孤立対策の取組ということで、その地区内での支援活動を実践

する２団体程度をお呼びして、実際にその活動の実態を参加者の方に知っていただい

て、そして必要に応じてつないでいただいたり、ご自身ができることを考えていただ

くような、そういう取組につなげるような中身にしていきたいと考えています。 

 ここにご参加の皆様にも、ここでもう一つご協力いただきたいと思っておりますの

は、この実践報告の報告者としてのご協力をぜひいただきたいというふうに考えてお

ります。また、地区でもプログラムを考える際に検討いたしましてお声かけさせてい

ただく場合もございますので、何卒ご協力を賜りますようにお願いいたします。 

 裏面でございますけれども、道社協の地区事務所での実施予定でございますが、地

区での希望も結構いただきまして、今年度につきましては、10 の地区事務所で実施を

する予定になっています。７月 24 日の空知を皮切りに、今年度で 10 か所行っていき

たいというふうに考えてございますので、何卒ご協力のほどよろしくお願いいたしま

す。 

 それから、市町村社協単位での実施というのも、これとは別に考えておりまして、

このつながりサポーター養成講座の市町村版ということで、実施希望の市町村を調査

いたしまして、希望する社協を選定していきたいと。３か所から５か所程度、今年度

考えています。プログラムとしては、これはオンデマンドではなくて、当日それぞれ

の会場で行う予定でございますけれども、講義につきましては、地区でもお世話にな

ります日本医療大学の橋本先生にご講義をいただくというところは、ここも合わせて

ご協力をいただく予定になっておりまして、その他のプログラムにつきましては、ま

たその市町村の担当の方々とも相談をして決めていきたいというふうに考えていま

す。 

 一番下は年間スケジュールということで、今後もいろいろ調整を進めながら、今年

度はこういった形で取組を進めていきたいというふうに考えているところでございま

す。道社協の取組につきましては以上でございます。 

 

（福祉局長） 

 亀川様、ありがとうございました。それでは、ただいまのご説明に対し、ご意見、

ご質問をお受けしたいと思います。Ｗｅｂ参加の方々につきましては、リアクション

ボタンの挙手マークによりお知らせをいただければと思います。いかがでしょうか。 

今のご説明では、地域での研修の報告者に、皆様にもご協力をいただきたいという

ことでございましたけれども、いかがでしょうか。会場の皆様も、よければどうぞご

意見、ご質問あればお受けいたします。よろしいですか。 

 それでは続きまして、意見交換というふうに次第ではしてございます。 

今日ご報告をいただきましたお二方以外にも、今日ご参加の皆様から情報提供した

いというような内容がございましたら、ぜひ挙手をしていただいてご報告をいただく、

あるいは、ここまでの説明の中で改めてご質問ですとかご意見があればお受けしたい

と思いますが、いかがでしょうか。 

  

４ 意見交換 
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（北海道総合研究調査会 切通氏） 

 北海道総合研究調査会、略称ＨＩＴの切通と申します。よろしくお願いいたします。

私から２点コメントさせていただければと思います。最初に資料２の説明の中で、孤

独死事案の発生状況の報告がありました。これは孤立・孤独の結果最悪な状態として

見つかったというところかと。実は私の親戚も、孤独死状態で見つかり、ひと事では

なくまさに当事者として拝聴していました。資料２を見ますと、孤独死した方の中で

は 264 件中 181 件が公的サービスの利用ありということで、約 68％が公的サービスに

繋がっていて、うち約 98％の 176 件が保護受給者ということだというのは非常に重く

受け止めるべきかと思います。令和７年度の道の取組は、そうした実態とマッチして

いるとは見えずやや疑問に感じました。もちろん、令和７年度の取組は、「孤独死」

対策のみに取り組むわけではなく、それ以外にも、応援団だったりとか、見守る目を

作っていくという孤独死対策につながる様々な取組を一体的に取り組むことに意味が

あると理解しています。また、私も困窮の調査をやってきましたので、ケースワーカ

ーさんの大変さは存じ上げてますし、ケースワーカーさんの仕事を増やすべきとは到

底思わないんですけども、ただ、保護受給者の方の孤独死の数字が明らかに大きいの

で、やっぱり何かしらの目配せと言いましょうか、最悪の事態のところと公的サービ

スがつながっているというところは、今後意識していただけると、当事者としても大

変ありがたいなと思います。 

 もう一点ですが、私がこの会議に参加している立場というのは、一応シンクタンク

で、北海道さんの方から重層的支援体制整備事業の後方支援業務を受託し、重層事業

という観点からも孤独・孤立対策に関わる立場で参加すべきと理解しています。昨年、

その重層事業の後方支援業務の一環で奥尻町さんをサポートさせていただきました。

奥尻町さんはまだ重層事業は始めてないのですが、包括的な支援体制を作るという意

味で相談を受けて対応いたしました。その中で、滋賀県野洲市の取組に大変興味を持

たれていまして、どちらも消費者安全確保地域協議会を設けています。野洲市さんの

場合は、要配慮購入者情報、いわゆるカモリストを受け取り、見守り支援につなげて

おりまして、その取組に奥尻町さんがご関心を持たれたので意見交換の場などをセッ

ティングしました。悪徳業者が持っていたカモリストを、警察や消費者庁が押収して

おりまして、それを野洲市が入手し、精査・見守りリストとして活用するという動き

があります。奥尻町さんも同様の取組にチャレンジしたいということで、側面的なサ

ポートもさせていただきました。道警からは残念ながらリストはいただけませんでし

たが、消費者庁からリストをいただけて、奥尻町で精査すると 21 名の方がいらっしゃ

ったということがわかりました。21 名というのは人口の約１％なんですね。野洲市の

場合は約２％でした。奥尻町のように都市部から離れた地域でもカモリストとしてそ

れに登録されている住民がいるというのが驚きですし、そうした方たちはまさに孤独

・孤立している可能性があるのかなというふうに思います。我々としては福祉行政の

仕事が多いのですが、消費者行政ともかなり密接に関わっていかないと孤独・孤立と

いうのはなかなか止められないし、消費者問題で財産を失うきっかけになってしまう

なと感じていますので、ぜひそういった、消費者庁、消費者行政との絡みというとこ

ろも意識していただけるとありがたいなというふうに思います。ちょっと長くなりま
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した。 

 

（福祉局長） 

 貴重なご意見ありがとうございました。 

最初にありました、生活保護受給者に対する孤独・孤立の支援ということについて

は、少し持ち帰って検討していきたいというふうに思います。それから奥尻町さんの

試み、これもまた大変貴重な視点と言いましょうか、どうしても私どもこの孤独・孤

立のプラットフォームを進めていくときに、個人情報の問題ですとか、それぞれの業

務の持ち分というのでしょうか、そういったところの兼ね合いがなかなか難しいとこ

ろでございますけれども、先ほど道社協さんの資料の中でも、実践報告の対象に考え

ておられる団体も、例えば町内会さん、それから企業の見守り活動をされている団体、

引きこもり、母子父子家庭の支援、高齢者サロン、子育てサロン、ケアラー支援、当

事者支援、地域食堂、子ども食堂というふうに、非常に多岐にわたるなということ、

これを見ても感じるところです。そういった方々に、その孤独・孤立という横串とい

うんでしょうか、そういった視点でまたいろいろな情報共有をしていくということが、

孤独・孤立支援の底上げということにつながっていくのかなというふうに感じさせて

いただきました。どうもありがとうございました。 

他はいかがでしょうか。よろしいですか。 

 それでは皆様ありがとうございました。予定の議事は以上でございますが、他に何

かご意見などがありませんでしょうか。よろしいですか。Ｗｅｂの皆様もよろしいで

しょうか。 

 それではこれで議事を終了いたします。本日音声の方で不具合がありまして大変申

し訳ございませんでした。今後もプラットフォームに参画する関係者が連携をして、

孤独・孤立に悩む人を誰一人取り残さない社会、相互に支え合い、人と人とのつなが

りが生まれる社会を目指し、取り組んでまいりますので、引き続きお力添えをお願い

いたします。本日は皆様、誠にありがとうございました。 

 

５ 閉会 

（司会） 

 本日はお忙しい中、ご出席、ご参加いただき、ありがとうございました。本日の説

明内容につきましては、音声の関係で聞きづらいところがあったというのもあります

ので、説明の部分も含めて、全て議事録の方で残して、後日ホームページの方に掲載

するという形をとらせていただきたいと思います。 

 以上をもちまして、令和７年度ほっかいどう孤独・孤立対策官民連携プラットフォ

ーム会議を終了いたします。Ｗｅｂ参加の皆さんもありがとうございました。随時ご

退室ください。ありがとうございました。 


